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一　

成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
註
釈
』

　

鎌
倉
中
期
の
僧
・
仙
覚
は
、
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
に
『
萬
葉
集
註
釈
』（
十
巻
）
を
著
し
た
。

　

仙
覚
は
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
に
生
ま
れ
、
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
以
降
、
数
回
に
わ
た
っ
て
『
萬
葉
集
』
の
校
訂
を
行

い
、
無
訓
で
あ
っ
た
一
五
二
首
の
歌
に
新
点
を
施
し
た
。『
萬
葉
集
註
釈
』
は
仙
覚
校
訂
の
文
永
三
年
本
の
後
に
執
筆
さ
れ
た
。『
萬

葉
集
抄
』『
仙
覚
抄
』
な
ど
と
も
称
さ
れ
、
内
容
は
、『
萬
葉
集
』
の
総
論
及
び
八
百
首
余
り
の
歌
の
注
釈
で
あ
る
。『
萬
葉
集
』
諸

本
の
調
査
の
上
に
立
っ
た
実
証
的
研
究
で
、『
萬
葉
集
』
研
究
史
上
の
画
期
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

成
城
大
学
が
所
蔵
す
る
『
萬
葉
集
註
釈
』
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
書
写
と
思
わ
れ
る
五
冊
本
で
、
第
二
冊
を
欠
く
四
冊
で
あ
る
。



一
九
二

蔵
書
印
や
書
写
奥
付
が
な
い
た
め
、
書
写
者
や
旧
蔵
者
は
不
明
で
あ
る
。
原
装
で
袋
綴
じ
、
表
紙
は
茶
色
の
つ
や
出
し
、
押
八
双
が

あ
る
。
縦
約
二
十
八
・
五
㎝　

横
約
二
十
二
・
三
㎝
。
料
紙
は
楮
紙
で
、
墨
付
丁
数
は
第
一
冊
九
十
六
丁
・
第
三
冊
六
十
丁
・
第
四

冊
七
十
三
丁
・
第
五
冊
四
十
四
丁
。
外
題
・
内
題
・
尾
題
は
表
〈
成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
の
構
成
〉（
二
〇
五
頁
）
の
通
り

で
あ
る
。
全
冊
、
前
後
に
見
返
し
紙
は
な
く
、
遊
紙
が
二
丁
ず
つ
あ（
１
）る。

　

字
面
は
縦
約
二
十
四
㎝
、
横
約
十
九
㎝
。
十
一
行
書
き
で
字
詰
め
は
一
行
二
十
～
二
十
八
字
程
度
。
冊
ご
と
の
寄
り
合
い
書
き
で

あ
る
が
、
第
一
冊
と
第
五
冊
は
同
筆
と
思
わ
れ
る
。
朱
と
青
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
全
体
に
虫
損
が
あ
る
。

二　

成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
の
系
統
に
つ
い
て

　
『
萬
葉
集
註
釈
』
の
写
本
は
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
二
十
一
本
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
二
六
年
二
月
現
在
）。
も
っ
と
も
古
い

現
存
写
本
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
所
蔵
の
公
安
八
～
十
一
年
（
一
二
八
六
～
一
二
八
九
）
書
写
の
零
本
二
帖
（
巻
第
一
・
巻
第

三
）
で
あ（
２
）る。
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
の
『
萬
葉
集
註
釈
』
成
立
か
ら
二
十
年
も
経
た
な
い
時
期
で
あ
る
。
次
に
古
い
写
本
は
、

貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
書
写
の
仁
和
寺
蔵
本
（
巻
第
一
欠
）
で
あ（
３
）る。

　

冷
泉
家
時
雨
亭
本
及
び
仁
和
寺
本
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、『
萬
葉
集
註
釈
』
の
原
本
が
片
仮
名
に
よ

る
十
巻
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
、
伝
本
に
は
片
仮
名
本
も
平
仮
名
本
も
存
在
し
、
書
物
の
形
態
も
、
五
冊

本
・
七
冊
本
・
十
冊
本
な
ど
、
一
様
で
は
な
い
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
片
仮
名
交
じ
り
文
を
平
仮
名
に
あ
ら
た
め
た
整
版
本
（
無
刊
記
）
が
刊
行
さ
れ
た
。『
萬
葉
集
註
釈
』
十
巻
を
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一
九
三

上
下
に
分
か
っ
た
二
十
冊
本
で
、
宝
永
年
間
（
一
七
〇
四
～
一
七
一
一
）
頃
の
刊
行
と
考
え
ら
れ
て
い（
４
）る。
寛
永
版
『
萬
葉
集
』
の

普
及
後
の
こ
と
で
、
国
学
の
高
ま
り
に
応
じ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
本
文
に
問
題
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、「
誤
字
頗
ル
多
ク
、
殆
ン
ド
読
過
シ
難
キ
モ
ノ
ア
リ
」（『
国
文
注
釈
全
書
』
第
十
九
巻
「
緒
言
」）、「
誤
字
も
極
め
て
多
い
悪

本
で
あ
る
」（『
校
本
萬
葉
集
』
首
巻
「
萬
葉
集
註
釈
書
の
研
究
」）
と
評
さ
れ
て
い
る
。

　

木
下
正
俊
は
、
版
本
に
は
、
片
仮
名
の
「
コ
」
を
「
ユ
」
と
読
み
間
違
え
て
平
仮
名
の
「
ゆ
」
と
書
く
、「
ラ
」
を
「
ヲ
」
と
間

違
え
て
「
を
」
と
書
く
な
ど
の
、
片
仮
名
を
平
仮
名
に
あ
ら
た
め
た
際
の
特
有
の
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い（
５
）る。
木
下
が
挙

げ
る
例
の
一
部
を
挙
げ
る
。
片
仮
名
文
が
仁
和
寺
本
の
本
文
で
、
カ
ッ
コ
内
の
平
仮
名
が
版
本
に
書
か
れ
て
い
る
文
字
で
あ
る
。

　
　

ユ
→
こ

　
　
　
　

タ
ト
テ
ト
同
内
ノ
ユ
（
こ
）
エ
也
（『
萬
葉
集
』
巻
第
十
、
一
八
八
九
）

　
　

ラ
→
を

　
　
　
　

タ
ハ
ミ
ツ
ラ
（
を
）
ト
ハ
（
巻
第
十
四
、
三
五
〇
一
）

　
　

ヲ
→
ら

　
　
　
　

イ
ナ
ヲ
（
ら
）
カ
モ
（
巻
第
十
四
、
三
三
五
一
）

　
　

コ
→
ゆ

　
　
　
　

君
ニ
コ
（
ゆ
）
フ
ル
ニ
（
巻
第
十
七
、
三
九
七
二
）



一
九
四

　

成
城
大
学
本
は
版
本
と
同
じ
く
平
仮
名
本
で
あ
る
が
、「
た
と
て
と
同
内
の
故
也
」「
た
は
み
つ
ら
と
は
」「
い
な
を
か
も
」「
き
み

に
こ
ふ
る
に
」
と
書
か
れ
、
す
べ
て
仁
和
寺
本
に
一
致
し
て
い
る
。
木
下
が
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
挙
げ
て
い
る
版
本
の
誤
字
や
脱
落
に

つ
い
て
も
、
成
城
大
学
本
が
版
本
に
一
致
す
る
箇
所
は
な
い
。
そ
の
他
に
も
版
本
と
は
相
違
が
多
い
た
め
、
成
城
大
学
本
は
平
仮
名

本
で
あ
る
が
、
版
本
を
写
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
は
、
現
存
諸
本
の
中
で
も
、
小
川
靖
彦
が
指
摘
す
る
、
国
文
学
研
究
資
料
館
本
系
統
の
伝
本
の
形

態
上
の
特
徴
に
一
致
し
て
い（
６
）る。

　
　

一
、
十
巻
で
五
冊
本
仕
立
て
と
い
う
体
裁
を
と
る
。

　
　

二
、
内
題
を
巻
に
よ
っ
て
は
欠
く
。

　
　

三
、
一
面
十
一
行
で
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
書
く
。

　
　

四
、
見
出
し
歌
・
語
句
を
高
く
、
注
文
を
低
く
書
く
。

　
　

五
、
奥
書
が
註
釈
巻
一
末
の
仙
覚
の
も
の
の
み
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
を
有
す
る
写
本
は
、
小
川
に
よ
れ
ば
、
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
（
五
冊
。
以
下
、
資
料
館

本
）、
龍
谷
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
大
宮
図
書
館
蔵
本
（
写
字
台
文
庫
蔵
。
四
冊
、
第
一
冊
欠
。
以
下
、
龍
谷
大
学
本
）、
阪
本
龍

門
文
庫
蔵
本
（
五
冊
。
以
下
、
龍
門
文
庫
本
）
の
三
本
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
賀
茂
別
雷
神
社
蔵
三
手
文
庫
本
（
刊
本
）
に
校
合
書

き
入
れ
さ
れ
た
本
文
が
資
料
館
本
系
統
と
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
対
校
本
も
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
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一
九
五

　

小
川
に
よ
れ
ば
、
資
料
館
本
（
五
冊
）
の
本
文
は
、
玄
覚
書
写
書
入
本
系
統
の
写
本
で
、
仁
和
寺
本
・
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
に

近
い
。
室
町
末
か
ら
江
戸
初
期
の
書
写
で
、
第
二
冊
は
智
仁
親
王
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
龍
谷
大
学
本
も
室
町
末
か
ら
江
戸
初

期
の
書
写
で
、
第
一
冊
を
欠
く
四
冊
で
あ
る
。
各
冊
に
「
寫
字
臺
藏
書
」
の
印
が
あ
り
、
西
本
願
寺
本
門
主
に
よ
っ
て
収
集
、
伝
持

さ
れ
た
本
で
あ
る
。
龍
門
文
庫
本
（
五
冊
）
は
江
戸
初
期
書
写
、「
曼
殊
院
藏
」「
曼
殊
圖
書
之
印
」「
龍
門
文
庫
」
の
印
が
あ
る
。

川
瀬
一
馬
編
『
龍
門
文
庫
善
本
書（
７
）目』
に
よ
れ
ば
寛
永
頃
の
書
写
、
日
野
角
坊
文
庫
旧
蔵
で
あ
る
。
小
川
は
、「
そ
の
系
統
の
本

が
、
智
仁
親
王
と
近
し
い
関
係
に
あ
る
西
本
願
寺
や
曼
殊
院
で
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
は
、
智
仁
親
王
の
文
化
圏
内
で
積
極
的

に
『
萬
葉
集
註
釈
』
の
書
写
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い（
８
）る。

　

成
城
大
学
本
は
体
裁
だ
け
で
は
な
く
、
各
冊
の
所
収
巻
も
資
料
館
本
系
統
に
一
致
し
、
本
文
も
非
常
に
近
い
。
次
の
注
文
（『
萬

葉
集
註
釈
』
第
九
巻
）
は
、『
萬
葉
集
』
巻
第
十
八
・
四
〇
五
五
番
に
詠
ま
れ
て
い
る
地
名
「
五い
つ

幡は
た

の
坂
」（
福
井
県
敦
賀
市
）
に
付

し
た
も
の
で
あ
る
。
版
本
の
「
越
中
よ
り
」
は
誤
り
で
、
木
下
は
「（
版
本
が
）
内
容
が
理
解
で
き
な
い
ま
ま
に
お
ぼ
ろ
げ
な
知
識

で
記
事
を
歪
曲
す
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
」
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

（
仁
和
寺
本
）

　

イ
ツ
ハ
タ
ノ
サ
カ
越
前
国
越
前
国
ヘ
コ
ユ
ル
ニ
二
ノ
道
ア
リ

（
資
料
館
本
）

　

い
つ
は
た
の
さ
き
越
前
国
越
前
国
へ
こ
ゆ
る
に
二
の
道
あ
り

（
叢
書（
９
）本）



一
九
六

　

イ
ツ
ハ
タ
ノ
サ
カ
、
越前
、
イ中

、
越
前
国
ヘ
コ
エ
ル
ニ
、
二
ノ
道
ア
リ

（
版
本
）

　

い
つ
は
た
の
さ
か
。
越え
つ

中ち
う

よ
り
越
前
の
国
へ
こ
ゆ
る
に
。
二
の
道
あ
り
。

�

（『
萬
葉
集
』
巻
第
十
八
・
四
〇
五
五
番
注
文
、『
萬
葉
集
註
釈
』
巻
第
九
）

　

小
川
は
、
資
料
館
本
系
統
の
写
本
は
、
注
文
は
仁
和
寺
本
と
一
致
し
て
い
る
が
、
と
も
に
見
出
し
を
「
い
つ
は
た
の
さ
き
」
と
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
成
城
大
学
本
の
見
出
し
も
「
い
つ
は
た
の
さ
き
」
と
書
か
れ
、
資
料
館
本
系
統
に
一
致
し
て
い

る
。（

成
城
大
学
本
）

　

い
つ
は
た
の
さ
き
越
前
国
越
前
の
国
へ
こ
ゆ
る
に
二
の
道
あ
り

　

も
う
一
例
を
挙
げ
る
と
、
小
川
は
、『
萬
葉
集
』
巻
第
十
七
・
三
九
七
二
番
注
の
後
の
注
記
が
、
仁
和
寺
本
に
見
ら
れ
ず
、
資
料

館
本
と
龍
谷
大
学
本
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
（
（（
（
る
。
成
城
大
学
本
に
も
同
じ
注
記
が
書
か
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
資
料
館
本
と
龍
谷
大
学
本
は
「
注
文
よ
り
約
一
字
程
度
低
く
書
か
れ
る
」
と
あ
る
が
、
成
城
大
学
本
は
注
文
と
同
じ
高
さ
で
書

か
れ
て
い
る
。
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一
九
七

　
　

此
哥
よ
り
末
は
初
の
七
巻
の
哥
也
い
か
な
れ
は
十
七
巻
ニ
被
入
哉

�

（『
萬
葉
集
』
巻
第
十
七
・
三
九
七
二
注
後
、『
萬
葉
集
註
釈
』
巻
第
九
）

　

そ
の
ほ
か
の
小
川
が
指
摘
す
る
箇
所
に
つ
い
て
も
、
成
城
大
学
本
は
資
料
館
系
統
の
本
文
に
一
致
し
て
い
る
た
め
、
成
城
大
学
本

『
萬
葉
集
註
釈
』
は
、
資
料
館
本
系
統
の
一
本
と
し
て
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
は
、
資
料
館
本
系
統
の
写
本
の
中
で
も
、
特
に
龍
門
文
庫
本
に
近
い
。
成
城
大
学
本
の
四
冊
と

も
、
墨
付
一
丁
目
は
字
詰
め
が
龍
門
文
庫
本
と
同
じ
で
あ
る
（
二
〇
八
頁
、
図
１
・
３
参
照
）。
一
丁
目
以
降
も
字
詰
め
が
な
る
べ

く
同
じ
く
な
る
よ
う
に
書
写
さ
れ
て
い
る
た
め
、
龍
門
文
庫
本
と
成
城
大
学
本
は
、
第
一
冊
・
第
三
冊
・
第
五
冊
の
墨
付
丁
数
が
同

じ
で
あ
る
。
第
四
冊
の
み
が
異
な
り
、
成
城
大
学
本
が
墨
付
七
十
二
丁
、
龍
門
文
庫
本
が
七
十
四
丁
で
あ
る
（
二
〇
七
頁
〈
資
料
館

本
系
統
の
墨
付
丁
数
〉
参
照
）。

　

表
紙
は
龍
門
文
庫
本
の
方
が
成
城
大
学
本
よ
り
も
濃
い
茶
色
で
、
同
じ
く
左
端
に
押
八
双
が
あ
る
。
龍
門
文
庫
本
の
外
題
は
「
萬

葉
集
註
釈　

地
（
水
・
火
・
風
・
空
）」。
内
題
や
尾
題
は
同
じ
で
あ
る
。
寸
法
は
龍
門
文
庫
本
は
縦
約
三
十
一
・
〇
㎝
、
横
約

二
十
二
・
三
㎝
。
成
城
大
学
本
よ
り
龍
門
文
庫
本
の
方
が
縦
が
訳
二
・
五
㎝
セ
ン
チ
ほ
ど
大
き
く
、
横
幅
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
字

面
の
高
さ
は
龍
門
文
庫
本
が
約
二
十
五
㎝
、
成
城
大
学
本
は
約
二
十
四
㎝
。
成
城
大
学
本
の
方
が
上
下
左
右
の
余
白
が
少
な
い
。

　

両
本
の
相
違
と
し
て
、
龍
門
文
庫
本
の
第
二
冊
以
下
の
各
冊
末
に
あ
る
「
一
校
了
」
が
、
成
城
大
学
本
に
は
な
い
と
い
う
点
が
あ

る
。
成
城
大
学
本
の
来
歴
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
が
、
龍
門
文
庫
本
を
直
接
写
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
ろ
う
。



一
九
八

三　

成
城
大
学
本
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て

　

成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
の
書
き
入
れ
は
、
大
き
く
分
け
て
三
種
類
が
認
め
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、
本
文
の
文
字
の
修
正

（
主
に
見
せ
消
ち
）
で
、
墨
や
濃
い
朱
で
書
か
れ
て
い
る
。
二
つ
目
は
、
全
冊
に
書
き
込
ま
れ
た
薄
い
朱
に
よ
る
校
合
書
き
で
あ
る

（
①
）。
三
つ
目
は
、
第
三
冊
と
第
五
冊
に
書
か
れ
た
紺
青
の
片
仮
名
傍
訓
で
あ
る
（
②
）。

　

①　

朱
の
校
合
書
き

　

成
城
大
学
本
の
校
合
書
き
は
、
薄
い
朱
書
で
全
冊
の
全
体
に
見
ら
れ
る
。
本
文
の
右
傍
に
「
○
○
イ
」
と
小
さ
め
の
文
字
で
書
き

込
ま
れ
て
い
る
。
漢
字
以
外
は
平
仮
名
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
平
仮
名
本
の
『
萬
葉
集
註
釈
』
を
校
合
に
用
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
ほ
と
ん
ど
が
版
本
に
一
致
し
て
お
り
、
版
本
ま
た
は
版
本
の
系
統
の
写
本
で
あ
る
と
い
う
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
は
前
節
で
、
地
名
「
五
幡
の
坂
」
の
注
文
と
し
て
挙
げ
た
箇
所
で
あ
る
。
見
出
し
歌
（
巻
第
十
八
・
四
〇
五
五
）
と
注
文
の
全

体
を
載
せ
る
。

（
仁
和
寺
本
）

　

カ
ヘ
ル
マ
ノ
ミ
チ
ユ
カ
ム
ヒ
ハ
イ
ツ
ハ
タ
ノ
サ
カ
ニ
ソ
テ
フ
レ
ワ
レ
ヲ
シ
オ
モ
ハ
ヽ

イ
ツ
ハ
タ
ノ
サ
カ
越
前
国
越
前
国
ヘ
コ
ユ
ル
ニ
二
ノ
道
ア
リ
イ
ツ
ハ
タ
コ
エ
ハ
ス
イ
ツ
ヘ
イ
ツ
キ
ノ
ヘ
コ
エ
ハ
ツ
ル
カ
ノ
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一
九
九

津
ヘ
イ
ツ
ル
ナ
リ
キ
ノ
ヘ
コ
エ
ハ
コ
ト
ニ
サ
カ
シ
キ
ミ
チ
也

（
成
城
大
学
本
）

　

か
へ
る
ま
の
み
ち
い
ゆ
か
ん
ひ
は
い
つ
は
た
の
さ
か
に
そ
て
ふ
れ
わ
れ
を
し
お
も
は
ヽ

い
つ
は
た
の
さ（
朱
）か
イき
越
前
国
越
前
の
国
へ
こ
ゆ
る
に
二
の
道
あ
り
い
つ
は
た
こ
え
は（
朱
）か
イす

い（
朱
）、、つ

へ
出
き
の（
朱
）め
イへ

こ
え
は
つ
る
か
の

つ
へ
出
る
な
り
き
の
へ
こ
え
は
こ
と
に
さ
か
し
き
道
な
り

（
版
本
）

　

か
へ
る
ま
の
み
ち
い
ゆ
か
む
ひ
は
い
つ
は
た
の
さ
か
に
袖
ふ
れ
わ
れ
を
し
お
も
は
ヽ

い
つ
は
た
の
さ
か
。
越え
っ

中ち
う

よ
り
越
前
の
国
へ
こ
ゆ
る
に
二
の
道み
ち

あ
り
い
つ
は
た
こ
え
は
海か

い

津づ

へ
い
づ
。
き
の
め
ご
え
は
つ

る
が
の
津
へ
出
る
也
。
き
の
め
ご
え
は
こ
と
に
さ
が
し
き
道
な
り

　

仁
和
寺
本
・
版
本
の
傍
線
部
は
、
成
城
大
学
本
に
朱
の
校
合
書
き
が
あ
る
箇
所
で
あ
る
。
二
か
所
目
の
傍
線
部
は
、
仁
和
寺
本
ほ

か
諸
本
に
は
「
ス
イ
ツ
」「
す
い
つ
」
と
あ
り
、
版
本
の
み
が
「
海か
い

津づ

」
と
あ
る
。
前
掲
の
よ
う
に
、
木
下
正
俊
が
「（
版
本
が
）
内

容
が
理
解
で
き
な
い
ま
ま
に
お
ぼ
ろ
げ
な
知
識
で
記
事
を
歪
曲
す
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
」
と

述
べ
、
そ
の
一
例
と
し
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

　

仁
和
寺
本
の
「
イ
ツ
ハ
タ
ノ
サ
カ
越
前
国
」
と
い
う
の
は
「
五
幡
の
坂
、
越
前
国
に
在
り
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
坂
は
敦

賀
市
内
の
五
幡
か
ら
そ
の
東
木
の
芽
峠
を
隔
て
た
帰か
え
る（
可
敝
流
）
に
通
ず
る
道
に
あ
る
。（
中
略
）「
ス
イ
ヅ
」
は
杉
津
、
五
幡



二
〇
〇

の
北
に
あ
っ
て
敦
賀
湾
に
面
し
て
い
る
。
版
本
が
こ
れ
を
七
里
半
越
の
近
江
側
の
起
点
海
津
（
琵
琶
湖
西
北
部
）
と
曲
解
し
、

か
つ
「
越
中
よ
り
越
前
へ
こ
ゆ
る
に
…
」
と
し
た
の
は
納
得
し
難
い
こ
と
で
あ
（
（（
（
る
。

　

つ
ま
り
、『
萬
葉
集
註
釈
』
諸
本
に
は
、
越
前
国
へ
超
え
る
道
は
二
つ
あ
り
、「
五
幡
越
え
は
杉す
い

津つ

に
出
づ
。
き
の
へ
越
え
は
敦
賀

の
津
に
出
づ
る
な
り
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
杉
津
は
福
井
県
敦
賀
市
に
あ
る
地
名
、「
き
の
へ
」（
木
の
芽
峠
。「
木
辺
」
と
も
表
記

さ
れ
る
）
は
敦
賀
市
と
今
庄
町
を
隔
て
る
峠
で
、
実
際
の
地
理
に
即
し
た
説
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
版
本
は
、
木
下
が
述
べ
る
よ
う

に
「
す
い
づ
（
杉
津
）」（
越
前
国
）
を
「
か
い
づ
（
海
津
）」（
近
江
国
）
に
「
曲
解
」
し
、
し
か
も
「
越
中
よ
り
越
前
へ
こ
ゆ
る
」

道
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
部
分
に
お
け
る
成
城
大
学
本
の
朱
字
校
合
書
き
は
四
か
所
あ
り
、
す
べ
て
版
本
に
一
致
し
て
い
る
。

　
（
成
城
大
学
本
）　　
　
　
　
　
　
　
　
（
版
本
）

「
い
つ
は
た
の
さ（
朱
）か
イき
」　　
　
　
　
　
　
「
い
つ
は
た
の
さ
か
」

「
す（
朱
）か
イい
つ（
朱
）、、へ
」）　　
　
　
　
　
　
　
　

 

「
海か

い

津づ

へ
」

「
き
の（
朱
）め
イへ
こ
え
は
」　　
　
　
　
　
　
　
「
き
の
め
ご
え
」

　

こ
の
よ
う
に
版
本
が
独
自
に
「
歪
曲
」
し
た
と
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
も
、
成
城
大
学
本
の
校
合
書
き
は
版
本
に
合
致
し
て
い

る
。
成
城
大
学
本
が
校
合
に
用
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
版
本
ま
た
は
版
本
の
系
統
の
写
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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二
〇
一

　

②　

紺
青
の
片
仮
名
傍
訓

　

成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
第
三
冊
（
巻
第
五
・
六
）
と
第
五
冊
（
巻
第
十
）
の
一
部
の
見
出
し
歌
に
、
片
仮
名
の
傍
訓
と
返

り
点
が
紺
青
で
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。『
萬
葉
集
』
の
巻
数
で
は
巻
第
八
（
十
七
首
）、
巻
第
九
（
十
三
首
）、
巻
第
十
九
（
三
首
）

の
計
三
十
一
首
で
あ
る
。
歌
番
号
は
二
〇
七
頁
の
表
〈
成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
の
紺
青
の
書
き
入
れ
（
片
仮
名
傍
訓
）〉
の

通
り
で
あ
る
。

　

時
雨
亭
本
・
仁
和
寺
本
や
国
文
学
資
料
館
本
系
統
の
写
本
に
は
一
部
分
を
除
い
て
原
則
的
に
傍
訓
は
振
ら
れ
て
お
ら
ず
、
成
城
大

学
本
に
紺
青
訓
が
振
ら
れ
て
い
る
三
十
一
首
の
歌
は
、
原
文
の
漢
字
表
記
の
ま
ま
で
あ
る
。
逆
に
、
叢
書
本
や
版
本
は
原
則
的
に
総

訓
で
、
紺
青
訓
の
歌
に
も
訓
が
振
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
成
城
大
学
本
の
紺
青
訓
と
相
違
す
る
部
分
が
み
ら
れ
る
。

（
叢
書
本
）

　

昼ヒ
ル

者ハ

咲サ
キ

夜ヨ
ル

者ハ

恋コ
ヒ

宿ヌ
ル

合ネ
フ
リ
ノ
キ

歓
木
花
君キ

ミ

耳ノ
ミ

将ミ

見ム

哉ヤ

和ワ

木ケ

佐サ

倍ヘ

尓ニ

見ミ

代ヨ

（
版
本
）

　

昼ひ
る

者は

咲さ
き

夜よ
る

者は

恋こ
ひ

宿ぬ
る

合ね
ふ
り
の
き

歓
木
花
君き

み

耳の
み

将み

見む

哉や

和わ

木け

佐さ

倍へ

尓に

見み

代よ

（
成
城
大
学
本
）

　

昼ヒ
ル

者ハ

咲サ
キ

夜ヨ
ル

者ハ

恋コ
ヒ

宿ヌ
ル

合ネ
フ
ノ
ハ
ナ

歓
木
花
君キ

ミ

耳ノ
ミ

将ミ

見ム

哉ヤ

和ワ

木ケ

佐サ

倍ヘ

尓ニ

見ミ

代ヨ

�

（
巻
第
八
、
一
四
六
一
）



二
〇
二

　

傍
線
部
「
合
歓
木
花
」
に
、
叢
書
本
・
版
本
に
は
「
ネ
フ
リ
ノ
キ
」
と
訓
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
成
城
大
学
本
に
は
「
ネ
フ
ノ
ハ

ナ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
注
文
に
、

此
哥
古
点
に
は
ひ
る
は
さ
き
よ
る
は
こ
ひ
ぬ
る
ね
ふ
り
の
木
君
の
み
み
む
や
わ
け
さ
へ
に
み
よ
と
点
せ
り
漢
字
は
合
歓
木
花
な

り
ね
ふ
り
の
木
と
点
す
れ
は
、
花
の
字
和
せ
ら
れ
す

�

（
成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
巻
第
五
）

と
あ
り
、
古
点
に
「
ね
ふ
り
の
き
」
と
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
し
そ
れ
で
は
「
合
歓
木
花
」
の
「
花
」
を
訓
ん
で
い
な
い
と
書
か
れ
て

い
る
。
す
る
と
、
歌
の
訓
が
叢
書
本
・
版
本
の
よ
う
に
「
ネ
フ
リ
ノ
キ
」
で
は
、
注
文
の
述
べ
る
と
こ
ろ
と
食
い
違
う
こ
と
に
な

る
。『
註
釈
』
で
は
な
く
、『
萬
葉
集
』
の
訓
を
見
る
と
、
非
仙
覚
本
の
『
類
聚
古
集
』
や
紀
州
本
が
「
ネ
フ
リ
ノ
キ
」。
活
字
附
訓

本
や
寛
永
版
本
な
ど
の
仙
覚
新
点
本
は
「
ネ
フ
ノ
ハ
ナ
」
で
あ
（
（（
（
る
。
成
城
大
学
本
の
一
四
六
一
番
の
紺
青
訓
は
、
新
点
本
系
『
萬
葉

集
』
に
拠
っ
て
書
き
入
れ
た
と
い
う
推
測
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
ほ
か
の
歌
も
、
成
城
大
学
本
の
紺
青
訓
は
ほ
と
ん
ど
が
活
字
附
訓
本
や
寛
永
版
本
『
萬
葉
集
』
と
一
致
し
て
い
る
。
但
し
、

一
部
仮
名
遣
い
に
異
同
が
あ
る
。「
梅
」（『
萬
葉
集
』
巻
第
八
・
一
四
二
三
）
を
成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
で
は
「
ム
メ
」
と

し
、
寛
永
版
本
『
萬
葉
集
』
で
は
「
ウ
メ
」
と
書
い
て
い
る
点
と
、
文
末
に
あ
る
助
動
詞
「
む
」
を
成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
』
で
は

「
ン
」
と
書
き
、
寛
永
版
本
『
萬
葉
集
』
で
は
「
ム
」
と
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。『
校
本
萬
葉
集
』
に
よ
れ
ば
「
ン
」
と
書
い
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二
〇
三

て
い
る
本
は
な
い
。
ま
た
、
返
り
点
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
書
き
入
れ
の
あ
る
活
字
附
訓
本
や
版
本
を
用
い
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
よ
う
。四　

結　
　

び

　

以
上
の
よ
う
に
、
成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
は
国
文
学
研
究
資
料
館
本
系
統
の
写
本
で
あ
り
、
こ
の
系
統
の
写
本
は
国
文
学

研
究
資
料
館
本
・
龍
谷
大
学
本
・
阪
本
龍
門
文
庫
本
・
成
城
大
学
本
の
四
本
と
な
る
。
特
に
、
龍
門
文
庫
本
と
成
城
大
学
本
は
よ
く

似
て
お
り
、
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

す
べ
て
室
町
末
期
か
ら
江
戸
初
期
の
書
写
で
、
国
文
学
研
究
資
料
館
本
の
第
二
冊
は
、
細
川
幽
斎
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け
た
智
仁

親
王
の
書
写
で
あ
る
。
成
城
大
学
本
の
旧
蔵
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
親
本
の
可
能
性
が
あ
る
阪
本
龍
門
文
庫
本
は
、
智
仁
親
王
と
関

わ
り
の
深
い
曼
殊
院
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。
小
川
が
指
摘
す
る
よ
う
（
（（
（
に
、
智
仁
親
王
の
周
辺
の
文
化
圏
に
お
い
て
、
仙
覚
『
萬
葉
集
註

釈
』
の
書
写
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
萬
葉
集
』
受
容
史
に
お
い
て
、
注
目
に
値
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
は
、
お
そ
ら
く
江
戸
初
期
の
書
写
で
あ
る
。
朱
字
の
校
合
書
は
お
そ
ら
く
宝
永
頃
に
出
版
さ
れ
た

版
本
の
『
萬
葉
集
註
釈
』
に
よ
る
も
の
で
、
紺
青
の
訓
は
、
寛
永
版
や
宝
永
版
の
『
萬
葉
集
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
。
市
井
に
版
本
が
行
き
渡
る
時
代
に
な
っ
て
も
、
成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
は
手
に
取
っ
て
読
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
堂

上
に
由
緒
を
持
つ
写
本
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
も
の
と
う
か
が
わ
れ
る
。



二
〇
四

注（
１
）
成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
巻
第
一
遊
紙
一
丁
表
右
端
に
、「
ち
ゝ
れ
莫
き
く
に
露
ふ
く
ま
せ
て
咲
て
／
う
れ
し
き
朝
の
と
こ
の
湯

あ
か
り
／
朝
の
う
れ
し
き
ゆ
あ
か
り
の
茶
」
と
書
き
込
み
が
あ
る
。

（
２
）
影
印
が
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書　

第
三
十
九
巻　

金
沢
文
庫
本
万
葉
集
巻
第
十
八　

中
世
万
葉
学
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
影
印
が
『
仁
和
寺
蔵
萬
葉
集
註
釈
』（
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
別
刊
巻
二
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
一
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）『
国
文
註
釈
全
書
』
第
十
九
巻
「
緒
言
」（
国
学
院
大
学
出
版
部
、
一
九
一
〇
年
）
に
よ
る
。

（
５
）
注
（
３
）
木
下
正
俊
「
解
説
」。

（
６
）
小
川
靖
彦
『
万
葉
学
史
の
研
究
』
第
三
部
第
二
章
（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
７
）
川
瀬
一
馬
編
『
龍
門
文
庫
善
本
書
目　

其
の
一　

古
写
本
の
部
（
一
）』（
阪
本
龍
門
文
庫
阪
本
千
代
発
行
、
一
九
七
八
年
）

（
８
）
注
（
６
）
参
照
。

（
９
）
佐
佐
木
信
綱
編
『
萬
葉
集
叢
書
第
八
輯　

仙
覚
全
集
』（
古
今
書
院
、
一
九
二
四
年
。
複
製
版
、
臨
川
書
店
、
一
九
七
二
年
）。
竹
柏

園
本
を
底
本
と
し
、
神
宮
文
庫
本
と
彰
考
館
文
庫
本
を
参
考
校
本
と
し
て
校
訂
を
加
え
て
い
る
。

（
10
）
注
（
６
）
参
照
。
こ
の
注
記
に
は
「
此
の
哥
よ
り
末
は
初
の
七
巻
の
哥
な
り
」
と
あ
る
が
、
次
の
歌
以
降
も
『
萬
葉
集
』
巻
第
十
七

所
収
歌
で
あ
る
。
小
川
は
、「
不
審
で
あ
る
」
と
し
、「
資
料
館
本
と
龍
谷
大
学
本
の
親
本
の
書
写
者
に
よ
る
注
記
と
思
わ
れ
る
。
あ
る

い
は
錯
簡
の
あ
る
『
萬
葉
集
』
を
書
写
者
が
参
照
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
か
（
な
お
『
萬
葉
集
』
の
現
存
す
る
写
本
で
は
、
こ
の
あ
た

り
に
錯
簡
は
な
い
）」
と
述
べ
て
い
る
。

（
11
）
注
（
５
）
参
照
。
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二
〇
五

（
12
）『
校
本
萬
葉
集
』
に
よ
れ
ば
、
西
本
願
寺
本
・
細
井
本
・
温
故
堂
本
・
京
大
本
・
春
日
本
・
活
字
附
訓
本
・
寛
永
版
本
が
「
ネ
フ
ノ

キ
」。
西
本
願
寺
本
は
も
と
青
、
京
大
本
は
青
で
、
そ
の
右
に
赭
で
「
カ
ウ
カ
ノ
キ
」、
漢
字
の
左
に
赭
で
「
ネ
フ
リ
ノ
キ
」。
大
矢
本
青

で
「
子
フ
ハ
ナ
」。『
類
聚
古
集
』・
神
田
本
（
紀
州
本
）・
秘
府
本
『
萬
葉
集
抄
』・
廣
瀬
本
が
「
ネ
フ
リ
ノ
キ
」。

（
13
）
注
（
６
）
参
照
。

　

�

※
阪
本
龍
門
文
庫
に
お
い
て
『
萬
葉
集
註
釈
』（
五
冊
）
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　

�
※
本
稿
は
、
二
〇
二
四
年
度
成
城
大
学
研
究
助
成
「
古
代
和
歌
集
注
釈
の
研
究
」
の
研
究
成
果
報
告
で
あ
る
。　

 　

〈
成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
の
構
成
〉

冊

外
題
（
墨
付
丁
数
）

内
題
・
尾
題
等

奥　
　
　

書

１

萬
葉
集
註
釈　

一

�

（
96
丁
）
萬
葉
集
註
釈�

（
１
丁
表
）

　
　

萬
葉
集
第
一
巻�

（
10
丁
裏
）

萬
葉
集
註
釈
巻
第
二

　
　

第
二
巻�
（
61
丁
裏
）

（
註
釈
巻
第
一
末
）

「
本
云
文
永
六
年
二
月
廿
四
日
記
之
畢　

仙
覚
在
判
」

�

（
61
丁
表
）

２

欠

３

萬
葉
集
註
釈　

三

�

（
60
丁
）
萬
葉
集
註
釈
巻
第
五

　
　

第
七
巻�

（
１
丁
表
）
な
し



二
〇
六

　
　

第
八
巻�

（
25
丁
表
）

　
　

第
九
巻�

（
32
丁
表
）

　
　

第
十
巻�

（
43
丁
裏
）

４

萬
葉
集
註
釈　

四

�

（
73
丁
）
萬
葉
集
註
釈
巻
第
七

　
　

第
十
一
巻�

（
１
丁
表
）

　
　

第
廿十
歟

二
巻�

（
23
丁
裏
）

　
　

第
十
三
巻�

（
27
丁
表
）

　
　

第
十
四
巻�

（
33
丁
表
）

　
　

第
十
五
巻�

（
72
丁
表
）

な
し

５

萬
葉
集
註
釈　

五

�

（
44
丁
）
萬
葉
集
註
釈
巻
第
九

　
　

第
十
六
巻�

（
１
丁
表
）

　
　

第
十
七
巻�

（
８
丁
裏
）

萬
葉
集
註
釈
第
十

　
　

第
十
八
巻�
（
16
丁
表
）

　
　

第
十
九
巻�
（
23
丁
裏
）

　
　

第
廿
巻�

（
28
丁
表
）

萬
葉
集
註
釈
第
十�

（
44
丁
裏
、
尾
題
）

な
し
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二
〇
七

〈
国
文
学
研
究
資
料
館
本
系
統
写
本
の
墨
付
丁
数
〉

第
一
冊

第
二
冊

第
三
冊

第
四
冊

第
五
冊

資
料
館
本

九
十
六
丁

七
十
三
丁

五
十
九
丁

七
十
三
丁

四
十
六
丁

龍
谷
大
学
本

欠

七
十
四
丁

五
十
八
丁

六
十
七
丁

四
十
四
丁

龍
門
文
庫
本

九
十
六
丁

七
十
三
丁

六
十
丁

七
十
四
丁

四
十
四
丁

成
城
大
学
本

九
十
六
丁

欠

六
十
丁

七
十
三
丁

四
十
四
丁

〈
成
城
大
学
本
『
萬
葉
集
註
釈
』
の
紺
青
の
書
き
入
れ
（
片
仮
名
傍
訓
）〉

『
註
釈
』
『
萬
葉
集
』

『
国
歌
大
観
』
歌
番
号

第
三
冊

巻
第
八

一
四
一
八
・
一
四
二
三
・
一
四
四
八
・
一
四
六
一
・
一
五
〇
七
・
一
五
一

二
・
一
五
二
〇
・
一
五
二
二
・
一
五
三
一
・
一
五
四
四
・
一
五
四
八
・
一
五

七
六
・
一
五
八
九
・
一
五
九
五
・
一
六
〇
〇
・
一
六
三
六
・
一
六
三
九

巻
第
九

一
六
六
九
・
一
六
九
四
・
一
六
九
六
・
一
七
〇
〇
・
一
七
〇
四
・
一
七
〇

八
・
一
七
一
七
・
一
七
三
八
・
一
七
四
二
・
一
七
四
五
・
一
七
五
三
・
一
七

五
九
・
一
七
六
一

第
五
冊

巻
第
十
九

四
一
五
五
・
四
一
五
九
・
四
一
六
四



二
〇
八

（図１）�阪本龍門文庫本『萬葉集註釈』
　　　（『龍門文庫善本書目』より）

（図３）成城大学本『萬葉集註釈』第一冊、巻第一（前遊紙２丁裏・墨付１丁表）

（図２）�成城大学本『萬葉集註釈』第一
冊表紙
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二
〇
九

（図４）成城大学本『萬葉集註釈』第一冊、巻第一末（墨付60丁裏・61丁表）

（図５）�成城大学本『萬葉集注釈』第一冊、巻第二末（墨付96丁裏、後遊紙１丁表）




